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一般会計予算
54億3,300万円
一般会計予算
54億3,300万円

町長・町議会議員選挙を控え
骨格予算に

予算額集計表
区　　分

19　年　度 18　年　度 比　較 増減率％
予算額Ａ 構成比％ 予算額Ｂ 構成比％ Ａ－Ｂ＝Ｃ Ｃ／Ｂ

一 般 会 計 5,433,000 51.8 5,848,385 54.3 △415,385 △7.1
特 別 会 計 5,051,208 48.2 4,915,823 45.7 135,385 2.8

内
訳

有 線 61,441 0.6 65,245 0.6 △3,804 △5.8
住宅資金 7,862 0.1 16,718 0.2 △8,856 △53.0
国 保 1,527,289 14.6 1,358,048 12.6 169,241 12.5
老人保健 1,664,087 15.9 1,680,956 15.6 △16,869 △1.0
下 水 道 813,513 7.8 875,328 8.1 △61,815 △7.1
介護保険 977,016 8.6 919,528 8.6 57,488 6.3

合 計 10,484,208 100.0 10,764,208 100.0 △280,000 △2.6

（単位：千円）

　

平
成
19
年
度
の
当
初
予
算
が
、
３
月
定
例

議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
統
一
地
方
選
挙
に
よ
る
町
長
・

町
議
会
議
員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

原
則
と
し
て
、
義
務
的
な
経
費
や
継
続
事
業

費
を
主
体
と
す
る
骨
格
予
算
編
成
と
し
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
54
億
３
，
３

０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
、
７
．
１

％
、
４
億
１
，
５
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
い
て
は
、
経
済
の
回
復
や
税

源
移
譲
と
定
率
減
税
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、

町
税
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

一
方
で
三
位
一
体
の
改
革
な
ど
の
影
響
に
よ

っ
て
普
通
交
付
税
の
大
幅
な
減
少
が
懸
念
さ

れ
る
な
ど
、
財
源
の
確
保
は
い
っ
そ
う
厳
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
「
町
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」
に

基
づ
き
、
引
き
続
き
人
件
費
の
抑
制
や
経
常

的
経
費
の
削
減
な
ど
、
歳
入
歳
出
の
健
全
化

に
努
め
、
協
働
に
よ
る
「
自
律
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

歳入の確保と歳出の抑制を

坂
城
町
平
成
19
年
度
予
算

　
　

町
行
財
政
改
革
で
人
件
費
を
削
減
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特集：19年度予算 
19年度の主な事業

消防費
　常設消防費（千曲坂城消防組合負担金）…………… 187,045
　非常備消防費（町消防団等運営経費）………………… 26,945 

教育費
　教育振興事業（30人規模学級、特色のある学校づくり） 3,750
　小中学生学力向上事業…………………………………… 1,574
　小学校総務費（校舎等改修）…………………………… 3,000
　中学校教育振興費（ＡＥＴ事業ほか）………………… 17,476
　各種公民館事業（分館施設整備、シネマフェスタ） 5,181
　文化財保護費（町横尾遺跡発掘調査事業ほか）……… 18,601
　生涯学習推進事業………………………………………… 5,167 

総務費
　まちづくり推進事業（地域づくり活動支援ほか）……… 12,915
　町長・町議会議員選挙費 ………………………………… 11,990 

民生費
　老人福祉町単独事業（敬老祝、祝賀会行事補助） ……… 5,980
　介護・訓練等給付事業費 ……………………………… 132,718
　地域生活支援事業費（地域活動支援センター）………… 23,691
　児童手当給付事業……………………………………… 122,062
　乳幼児医療給付事業……………………………………… 16,576

衛生費
　予防接種事業、人間ドック補助事業 …………………… 17,557
　老人保健事業（健康スクリーニング、各種検診） ……… 27,185
　塵芥処理経費（ごみ収集、葛尾組合負担金） ………… 191,523
　し尿処理経費（千曲衛生施設組合負担金）……………… 52,949

農林水産費
　農業振興費（地域営農推進、中山間地域直接支払事業） 15,822
　農道整備、ため池整備、町単補助事業…………………… 12,896
　松くい虫防除対策事業…………………………………… 25,508

商工費
　商工振興費（商工業振興補助、商工会補助など） ……… 16,567
　観光経費（坂木宿ふるさと歴史館、町民まつりほか） … 9,963
　鉄の展示館事業（企画展ほか）…………………………… 10,500

土木費
　町単補助事業、道路維持工事 …………………………… 25,000
　Ａ０９号線道路改良事業（南条）………………………… 75,042
　坂都２号線県事業負担金（田町）………………………… 10,000 
　下水道事業特別会計繰出金…………………………… 399,091
　花と緑のまちづくり事業（ばら公園ほか）……………… 4,413

（単位：千円）（単位：千円）

骨
格
予
算
と
は
…

区　分
19　年　度 18　年　度 比較

A－B=C
増減率
%予算額A 構成比％ 予算額B 構成比％

議　会　費 86,127 1.6 98,866 1.7 △12,739 △12.9
総　務　費 710,584 13.1 693,877 11.9 16,707 2.4
民　生　費 1,274,745 23.5 1,269,306 21.7 5,439 0.4
衛　生　費 387,237 7.1 415,618 7.1 △28,381 △6.8
労　働　費 36,586 0.7 34,810 0.6 1,776 5.1
農林水産業費 214,022 3.9 279,704 4.8 △65,682 △23.5
商　工　費 504,503 9.3 517,374 8.8 △12,871 △2.5
土　木　費 699,646 12.9 1,014,804 17.3 △315,158 △31.1
消　防　費 228,525 4.2 243,257 4.2 △14,732 △6.1
教　育　費 479,684 8.8 521,621 8.9 △41,937 △8.0
公　債　費 801,341 14.7 749,148 12.8 52,193 7.0
予　備　費 10,000 0.2 10,000 0.2 0 0.0
合　　計 5,433,000 100.0 5,848,385 100.0 △415,385 △7.1

（単位：千円）目的別歳出予算内訳表（一般会計） 　

地
方
公
共
団
体
の
長
や
議
員
の
選
挙
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い

る
場
合
、
当
初
に
政
策
的
な
判
断
が
で
き
に
く
い
こ
と
か
ら
、

人
件
費
や
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
や
経
常
経
費
な
ど
、
必

要
最
小
限
度
の
経
費
を
計
上
す
る
予
算
編
成
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
予
算
を
慣
用
的
に
「
骨
格
予
算
」
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、

選
挙
な
ど
が
終
わ
り
、
政
策
的
経
費
や
新
規
事
業
な
ど
を
加
え

る
補
正
予
算
を
「
肉
付
け
予
算
」
と
い
い
ま
す
。
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町 税　
27億92万円
49.7％　

町 税　
27億92万円
49.7％　

地方交付税
4億円
7.4％

地方交付税
4億円
7.4％

諸収入
5億2,359万円

9.6％

諸収入
5億2,359万円

9.6％

繰入金
6億5,475万円
12.1％

繰入金
6億5,475万円
12.1％

地方譲与税ほか
1億5,880万円

3.0％

※
自主財源
74.9％

※
依存財源
25.1％

町　債
2億5,080万円

4.6％

町　債
2億5,080万円

4.6％

国庫支出金
1億5,699万円

2.9％

分担金・負担金ほか
1億9,212万円

3.5％

県支出金
2億2,504万円

4.1％

地方消費税交付金
1億7,000万円

3.1％

自主財源と依存財源内訳表（一般会計）　（単位：千円）

※自主財源
　町税や負担金など、自前で賄
えるお金をいいます。 
※依存財源
 　国や県など、収入を他に依存
するお金をいいます。

の
地
方
財
政
計
画
も
勘
案
す
る
中
で

36
．
５
％
の
減
額
計
上
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
庫
支
出
金
と
町
債
（
借

金
）
に
つ
い
て
は
、
骨
格
予
算
編
成

の
関
係
で
、
投
資
的
経
費
の
縮
減
に

伴
い
大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
地
方
交
付
税
の
代
替
措
置
と
し

て
発
行
す
る
臨
時
財
政
対
策
債
は
前

年
と
同
額
計
上
し
て
い
ま
す
。
歳
入

全
体
で
は
前
年
度
と
比
較
し
て
７
．

１
％
、
４
億
１
千
５
百
万
円
の
減
で
、

こ
の
う
ち
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
が

74
．
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

町
税
の
う
ち
個
人
町
民
税
は
、
税

源
移
譲
と
定
率
減
税
の
廃
止
な
ど
税

制
改
正
に
よ
り
＋
17
．
６
％
、
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
は
、
設
備
投
資
な

ど
の
増
加
傾
向
を
反
映
し
＋
３
．
０

％
、
町
税
全
体
で
は
前
年
度
に
比
べ

て
５
．
７
％
、
１
億
４
千
４
百
万
円

の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
三
位

一
体
改
革
に
伴
う
税
源
移
譲
や
地
方

歳
出
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
大
幅
な

減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
国

歳入

歳
入

区　　分
19　年　度 18　年　度 比　較

Ａ－Ｂ＝Ｃ
増減率
Ｃ/Ｂ％予算額 Ａ 構成比％ 予算額 Ｂ 構成比％

自　
　

主　
　

財　
　

源

町 税 2,700,916 49.7 2,556,151 43.7 144,765 5.7
分 担 金 負 担 金 126,174 2.3 143.333 2.5 △17,159 △12.0
使 用 料 手 数 料 49,908 0.9 51,689 0.9 △1,781 △3.4
財 産 収 入 6,040 0.1 12,818 0.2 △6,778 △52.9
寄 付 金 1 0.0 0 0.0 1 皆増
繰 入 金 654,749 12.1 585,776 10.0 68,973 11.8
繰 越 金 10,000 0.2 10,000 0.2 0 0.0
諸 収 入 523,585 9.6 528,026 9.0 △4,441 △0.8
自 主 財 源 合 計 4,071,373 74.9 3,887,793 66.5 183,580 4.7

依　
　

存　
　

財　
　

源

地 方 譲 与 税 73,000 1.3 180,000 3.1 △107,000 △59.4
利 子 割 交 付 金 6,000 0.1 6,000 0.1 0 0.0
配 当 割 交 付 金 6,500 0.1 2,000 0.0 4,500 225.0
株式等譲渡所得割交付金 8,300 0.2 2,000 0.0 6,300 315.0
地方消費税交付金 170,000 3.1 150,000 2.6 20,000 13.3
自動車取得税交付金 30,000 0.6 30,000 0.5 0 0.0
地方特例交付金 32,000 0.6 50,000 0.8 △18,000 △36.0
地 方 交 付 税 400,000 7.4 630,000 10.8 △230,000 △36.5
交通安全対策特別交付金 3,000 0.1 3,000 0.1 0 0.0
国 庫 支 出 金 156,992 2.9 232,578 4.0 △75,586 △32.5
県 支 出 金 225,035 4.1 209,214 3.6 15,821 7.6
町 債 250,800 4.6 465,800 7.9 △215,000 △46.2
依 存 財 源 合 計 1,361,627 25.1 1,960,592 33.5 △598,965 △30.6
合　　　　計 5,433,000 100.0 5,848,385 100.0 △415,385 △7.1
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義務的
経　費
45.1％

人件費
12億7,769万円

23.5％

町長、議会議員など特
別職及び町職員などの
報酬、給与など

町の借金の元金や
利子の返済に充て
られるお金

社会保障として医療費
や障害者支援などに充
てられるお金

道路、橋梁、公共施設
の整備に要する経費

消耗品、備品、使用
料、委託などの消費
的な経費

各種補助事業、
団体補助、負担
金などの経費

特別会計の運営
に一般会計から
支出する経費

特定の目的のために
貯える、いわゆる貯金

主には中小企業振興
のための預託金

公債費
8億124万円
14.7％

扶助費
　3億7,300万円
　　6.9％

扶助費
　3億7,300万円
　　6.9％

投資的
経　費
3.5％

投資的
経　費
3.5％

普通建設事業費
1億8,840万円

3.5％

普通建設事業費
1億8,840万円

3.5％

物件費
8億7,277万円
16.1％

補助費等
7億8,753万円
14.5％

繰出金
7億2,848万円
13.4％

貸付金
6.4％

積立金
0.6％
積立金
0.6％
積立金
0.6％

維持補修費
0.2％ 予備費

0.2％

その他
経　費
51.4％

　総務、民生、土木、教育といっ
たように、どのような行政の目的
に使われたかに対して、内容や性
質毎に分類してみたのがこの性質
別歳出です。大きくは、義務的経
費、投資的経費、その他経費の3
つに分けられます。 

性質別歳出内訳表（一般会計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

特集：19年度予算 
歳出

歳
出

区　分 19　年　度 18    年    度 比    較
Ａ－Ｂ＝Ｃ

増減率％
Ｃ／Ｂ予算額　Ａ 構成比％ 予算額　Ｂ 構成比％

義
務
的

人 件 費 1,277,696 23.5 1,313,431 22.5 △35,735 △2.7
公 債 費 801,241 14.7 749,048 12.8 52,193 7.0
扶 助 費 373,009 6.9 356,262 6.1 16,747 4.7

投
資
的

普 通 建 設 事 業 費 188,404 3.5 589,444 10.1 △401,040 △68.0
災 害 復 旧 事 業 費 0 0.0 0 0.0 0 0.0

そ 

の 

他 

物 件 費 872,776 16.1 877,469 15.0 △4,693 △0.5
補 助 費 等 787,533 14.5 842,055 14.4 △54,522 △6.5
繰 出 金 728,484 13.4 714,785 12.2 13,699 1.9
積 立 金 35,818 0.6 36,492 0.6 △674 △1.8
貸 付 金 345,000 6.4 345,000 5.9 0 0.0
維 持 補 修 費 13,039 0.2 14,399 0.2 △1,360 △9.4
予 備 費 10,000 0.2 10,000 0.2 0 0.0
合　　　　　計 5,433,000 100.0 5,848,385 100.0 △415,385 △7.1

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
新
規
事
業
は
計
上
せ
ず
、
建
設

事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
は
、
Ａ

09
号
線
道
路
改
良
事
業
な
ど
継
続

性
の
あ
る
事
業
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進

め
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
支
援
、

産
学
官
連
携
に
よ
る
産
業
振
興
、

坂
城
の
歴
史
を
掘
り
さ
げ
る
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
事
業
、
花
と
緑
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
、
小
中
学
生
の
学
力

向
上
事
業
な
ど
の
継
続
的
な
取
組

み
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
手
当
の
拡
充
、
健

康
づ
く
り
と
医
療
費
抑
制
、
障
害

者
の
自
立
支
援
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
の
対
応
な
ど
、
多
様
化

す
る
福
祉
施
策
に
つ
い
て
も
的
確

な
対
応
を
図
り
ま
す
。
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6

統
一
地
方

統
一
地
方

選　
　

挙

選　
　

挙
行
こ
う
！ 

投
票
！！　

創
ろ
う
！ 

未
来
！！

４
月
８
日（
日
） 

投
票
日

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

買
い
物
な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い

方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

期
間　

３
月
31
日
（
土
）
〜

　
　
　

４
月
７
日
（
土
）

坂
城
町
長
・

町
議
会
議
員
一
般
選
挙

期
間　

４
月
18
日
（
水
）
〜

　
　
　

４
月
21
日
（
土
）

期
日
前
投
票

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　

午
後
８
時

場
所　

役
場
１
階
ロ
ビ
ー

　
　
　

期
日
前
投
票
所

　

４
月
17
日
（
火
）
の
町
長
・
町
議

会
議
員
選
挙
の
告
示
と
同
時
に
、
立

候
補
者
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
際
、
誤
っ
た
記
載
や
書
類
の
不
備

が
あ
れ
ば
、
立
候
補
届
出
書
類
は
受

理
さ
れ
ま
せ
ん
。
選
挙
管
理
員
会
で

は
、
当
日
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
の

事
前
審
査
を
行
い
ま
す
。
立
候
補
予

定
者
は
、
書
類
を
整
備
し
、
事
前
審

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
11
日
（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
〜

場
所　

役
場
３
階
講
堂

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

坂
城
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

４
月
22
日（
日
） 
投
票
日

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

坂
城
町
長
・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
時
間  

午
前
7
時
〜
午
後
8
時

※
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
今
回
よ
り
選
挙
区
が
変
更
さ
れ
、
千
曲

市
・
埴
科
郡
区
と
な
り
、
定
数
は
２
名
で
す
。

立
候
補
届
出
書
類

事
前
審
査

▼
総
務
課
と
税
務
課
を
併
合
し
、
総

務
課
が
所
管
し
て
い
た
消
防
関
係

事
務
は
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

が
所
管
す
る

▼
企
画
調
整
課
と
人
権
同
和
推
進
課

を
併
合
し
、
企
画
政
策
課
人
権
・

男
女
共
生
係
、
契
約
・
管
財
係
を

設
置
す
る

▼
住
民
環
境
課
住
民
係
が
国
民
年
金

事
務
を
所
管
す
る

▼
住
民
環
境
課
生
活
女
性
係
を
生
活

安
全
係
と
し
、
消
防
関
係
事
務
、

防
犯
、
交
通
安
全
な
ど
を
所
管
す

る
。
な
お
、
交
交
通
安
全
施
設
に

つ
い
て
は
建
設
課
が
所
管
す
る

▼
児
童
館
は
教
育
委
員
会
が
所
管
す

る
▼
福
祉
課
を
福
祉
健
康
課
と
し
、
国

民
年
金
事
務
を
住
民
環
境
課
住
民

係
へ
移
す

▼
商
工
課
と
農
林
課
を
併
合
し
、
産

業
振
興
課
と
す
る

▼
都
市
・
下
水
道
課
と
建
設
課
を
併

合
し
て
建
設
課
と
し
、
交
通
安
全

施
設
も
所
管
す
る

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
を
１
課
に
統

合
し
教
育
文
化
課
と
す
る
。
坂
城

町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
事
務
所
を
置

く
▼
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
Ｂ
．
Ｉ
プ
ラ

ザ
さ
か
き
内
に
移
転
し
、
青
木
下

遺
跡
な
ど
の
埋
蔵
文
化
財
を
常
時

展
示
す
る

　

役
場
業
務
の
休
憩
・
休
息
時
間
の

見
直
し
に
伴
い
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
だ
っ
た
開
庁

時
間
を
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
30
分
ま
で
に
延
長
し
ま
す
。

　

広
報
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
４
月
か
ら
町
組
織

機
構
が
変
わ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
12
課
が
７
課
に
、
34
係
が
26

係
に
な
り
、
組
織
を
ス
リ
ム
化
す
る
と
同
時
に
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
横
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
「
助

役
」
を
「
副
町
長
」
と
し
、
特
別
職
で
あ
る
「
収
入
役
」
を
廃

止
し
、
新
た
に
一
般
職
の
「
会
計
管
理
者
」
を
置
き
ま
す
。

組
織
機
構
の

主
な
変
更
点

開
庁
時
間
が

午
後
５
時
30
分
ま
で
に

町
組
織
機
構
を
変
更

開
庁
時
間
も
延
長
し
ま
す
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1泊２日 日帰り １日ドック

①厚生連篠ノ井総合病院
　☎（026）292－2261
※昨年度までは保健センタ
ーでも受け付けていまし
たが、今年度からは、直
接病院へ申し込んでくだ
さい。 65,100円

《JA組合員》
59,850円

37,800円
《JA組合員》
35,700円②厚生連佐久総合病院

　☎（026）782－2688

③厚生連松代総合病院
　健康管理課
　☎（026）278－2031

51,450円

※各病院へ直接お申し込みください

病
気
を
治
す
に
は
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

　

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
年
に
一

度
は
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
、
自

分
の
健
康
状
態
を
確
か
め
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

主
な
実
施
機
関
は
表
の
と
お
り
で

す
が
、
そ
れ
以
外
で
も
受
診
で
き
、

町
か
ら
の
補
助
金
も
同
様
に
受
け
ら

れ
ま
す
。

補
助
対
象
者

　

補
助
の
対
象
と
な
る
の
は
、
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
ま
た
は
社
会

保
険
の
被
保
険
者
と
被
扶
養
者
（
人

間
ド
ッ
ク
に
対
す
る
他
の
助
成
制
度

に
該
当
し
な
い
方
）
で
す
。

補
助
金
額

　

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

　
　

１
泊
２
日
…
１
万
５
千
円

　
　

日
帰
り
…
…
１
万
３
千
円

社
会
保
険
被
保
険
者

　

②
１
泊
２
日
…
１
万
５
千
円

　
　

日
帰
り
…
…
８
千
円

申
請
方
法

　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
を
病
院
で
支

払
っ
た
後
、
領
収
書
と
加
入
保
険
証

を
持
参
の
う
え
「
人
間
ド
ッ
ク
受
診

料
補
助
金
申
請
書
」
（
保
健
セ
ン
タ

ー
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
農
協
の
口
座
振
替
に
よ
り
料

金
を
支
払
う
方
は
、
申
請
書
に
農
協

の
証
明
印
が
必
要
で
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

　

（
内
線
５
１
１
）　

　

有
線
８
８
―
１
０
４
７

坂
城
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、

出
産
費
用
を
準
備
す
る
負
担

を
や
わ
ら
げ
る
こ
と
で
、
被
保
険
者

な
ど
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
出
産
を

む
か
え
て
い
た
だ
る
よ
う
、
今
ま
で

世
帯
主
に
対
し
て
支
給
し
て
い
た
出

産
育
児
一
時
金
（
35
万
円
）
を
町
か

ら
直
接
医
療
機
関
に
支
払
う
こ
と
が

で
き
る
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

出
産
育
児
一
時
金

代
理
受
取
制
度
と
は

　

出
産
に
か
か
っ
た
費
用
の
う
ち
、

出
産
時
に
支
給
す
る
出
産
育
児
一
時

金
を
、
町
か
ら
直
接
医
療
機
関
な
ど

に
支
払
う
制
度
で
す
。
被
保
険
者
な

ど
が
医
療
機
関
に
支
払
う
出
産
費
用

は
、
出
産
育
児
一
時
金
と
の
差
額
分

の
み
と
な
り
ま
す
。
出
産
費
用
が
35

万
円
未
満
の
場
合
は
、
出
産
費
用
と

の
差
額
分
を
世
帯
主
に
支
給
し
ま
す
。

制
度
を
利
用
で
き
る
方

　

坂
城
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る

見
込
み
が
あ
り
、
出
産
予
定
の
医
療

機
関
の
同
意
を
得
て
い
る
方
が
い
る

世
帯
の
世
帯
主
で
す
。

利
用
方
法

　

出
産
予
定
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
申

請
が
で
き
ま
す
。
申
請
書
類
は
役
場

福
祉
健
康
課
に
あ
り
ま
す
の
で
、
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
支
払
い
が
高
額
に
な

っ
た
と
き
、
そ
の
方
の
所
得

な
ど
に
応
じ
た
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
分
が
高
額
医
療
費
と
し
て
後

か
ら
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
70
歳

未
満
の
方
が
入
院
し
た
場
合
の
医
療

費
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
う
額
を
自
己
負
担
限
度
額
以
内

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
院
に

よ
り
医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
は
、

役
場
へ
の
申
請
に
よ
り
認
定
証
を
交

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
国
民
健
康
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
る
方
な
ど
は
、
利
用
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
健
康
課
保
険
係

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

出
産
育
児
一
時
金

受
取
代
理
制
度
を

開
始
し
ま
す

70
歳
未
満
の
入
院
に

係
る
窓
口
支
払
い
を

自
己
負
担
限
度
額
に

で
き
ま
す

年
に
一
度
は
人
間
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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下
水
道
建
設
費
の
一
部
を
負
担
す

る
受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道
の
供

用
区
域
の
拡
大
に
伴
い
、
順
次
納
付

の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

新
た
に
対
象
と
な
る
の
は
、
左
の
図

で
濃
く
色
の
か
か
っ
た
区
域
に
土
地

を
所
有
し
た
り
、
借
り
た
り
し
て
い

る
方
で
、
下
水
道
へ
の
接
続
の
有
無

に
関
係
な
く
納
付
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
手
続
き

　

新
た
に
対
象
と
な
る
方
に
は
、
４

月
中
に
『
受
益
者
申
告
書
』
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
土
地
を

確
認
の
う
え
、
申
告
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
た
申
告
内
容

を
審
査
し
、
賦
課
ま
た
は
猶
予
の
決

定
を
し
ま
す
。

②
負
担
金
額

　

一
つ
の
敷
地
（
土
地
の
筆
が
複
数

で
も
、
一
つ
の
区
画
を
形
成
し
て
い

る
一
団
の
土
地
）
に
対
し
て
、
一
律

に
負
担
と
な
る
均
等
割
と
敷
地
面
積

割
の
合
算
に
な
り
ま
す
。

　

○
均
等
割　

19
万
３
千
円

　

○
面
積
割　

３
５
０
円
／
㎡

③
猶
予
に
つ
い
て

　

農
地
な
ど
で
徴
収
猶
予
の
要
件
に

あ
て
は
ま
る
場
合
は
、
負
担
金
の
徴

収
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

納
期
は
８
月
か
ら
始
ま
り
、
10
月

・
12
月
・
２
月
の
４
回
が
納
期
と
な

り
ま
す
。
納
付
は
、
年
４
回
×
５
年

の
20
回
分
割
で
す
が
、
全
額
一
括
や

１
年
分
の
前
納
な
ど
に
は
報
奨
金
が

交
付
さ
れ
、
お
得
で
す
。

　

す
で
に
納
付
対
象
で
納
付
が
済
ん

で
い
な
い
方
と
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
賦
課
の
対
象
と
な
る
方
（
賦
課
決

定
通
知
を
同
封
）
に
は
７
月
中
に
納

付
書
を
発
送
し
ま
す
。

　

新
た
に
受
益
者
負
担
金
の
賦
課
対

象
と
な
る
区
域
を
含
め
、
現
在
下
水

道
の
供
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
区
域

に
該
当
す
る
お
宅
で
、
ま
だ
下
水
道

へ
の
接
続
を
す
ま
せ
て
い
な
い
方
は
、

早
期
接
続
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

下
水
道
の
宅
内
排
水
設
備
工
事
は
、

町
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
店
」
で
な
け
れ
ば

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
工
事
契
約
の
際

に
は
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事

店
の
一
覧
表
は
建
設
課
に
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
度
に
新
た
に

対
象
と
な
る
方

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金

納
付
時
期
と
方
法

接
続
は
お
早
め
に※ 濃く色のかかっている区域が、新たに受益者負担金の

対象となる区域です。

◎申込・問い合わせ先
　建設課下水道係
　☎８２－３１１１

◎申込・問い合わせ先
　建設課下水道係
　☎８２－３１１１

◎申込・問い合わせ先
　建設課下水道係
　☎８２－３１１１

◎申込・問い合わせ先
　建設課下水道係
　☎８２－３１１１

◎申込・問い合わせ先
　建設課下水道係
　☎８２－３１１１下水道 供用区域広がる 受益者負担金の受益者負担金の

納付をお願いします納付をお願いします
受益者負担金の
納付をお願いします

平成19年度下水道事業受益者負担金 新規賦課区域

（中之条地区）

（村上地区）

8



水
洗
化
ロ
ー
ン
の

ご
利
用
を

　

こ
の
制
度
は
、
下
水
道
が
供
用
開

始
さ
れ
た
区
域
の
方
が
、
宅
内
か
ら

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
（
宅
内
排
水

設
備
工
事
）
に
要
す
る
資
金
の
あ
っ

旋
と
利
子
補
給
を
行
い
、
下
水
道
の

普
及
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。

名 
称　

『
坂
城
町
下
水
道
排
水
設
備

改
造
等
資
金
あ
っ
旋
及
び
利
子
補

給
制
度
』

融
資
あ
っ
旋
対
象
者

① 

下
水
道
の
供
用
開
始
の
日
か
ら
３

年
以
内
に
下
水
道
接
続
の
た
め
の

排
水
設
備
工
事
を
行
う
方

② 

下
水
道
の
処
理
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
所
有
者
ま
た
は
建
築
物

の
所
有
者
の
同
意
を
得
た
方

③ 

町
税
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

④
資
金
の
償
還
能
力
を
有
す
る
方

⑤ 

金
融
機
関
の
保
証
会
社
の
保
証
を

受
け
ら
れ
る
方
（
連
帯
保
証
人
は

不
要
）

融
資
あ
っ
旋
額

　

 

１
世
帯
20
万
円
以
上
１
０
０
万
円

以
下
（
た
だ
し
、
排
水
設
備
工
事

に
要
し
た
費
用
以
内
）

利
率　

４
．
８
％
（
保
証
料
込
）

利 

子
補
給　

利
子
の
２
分
の
１
相
当

を
補
給
す
る

償 

還
方
法　

５
年
60
回

払
い
以
内
の
元
利
均

等
月
賦
償
還

融
資
取
扱
い
金
融
機
関

　

 

八
十
二
銀
行
坂
城
支

店
、
長
野
県
信
用
組

合
坂
城
支
店
、
長
野

銀
行
坂
城
支
店
、
長

野
信
用
金
庫
坂
城
支

店
、ち
く
ま
農
協（
坂

城
・
村
上
・
南
条
・

中
之
条
各
支
所
及
び

坂
城
南
出
張
所
）

補
助
金
の
対
象

　

公
共
下
水
道
の
事
業
認
可
区
域
及

び
「
下
水
道
等
整
備
構
想
エ
リ
ア
マ

ッ
プ
」
第
四
期
整
備
予
定
区
域
等
の

下
水
道
整
備
計
画
が
さ
れ
て
い
る
区

域
以
外
の
区
域
（
右
図
参
照
）
で
、

専
用
住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
場
合
が
補
助
対
象
と
な
り
ま

す
。

補
助
金
額

　

補
助
金
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
購
入
費
と
設
置

費
で
す
。

　

補
助
金
額
は
、
設
置
す
る
浄
化
槽

の
大
き
さ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
は
「
人
槽
」
で
あ
ら
わ
し
、

原
則
と
し
て
家
の
延
床
面
積
で
決
ま

り
ま
す
。

※
設
置
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
着
工

前
に
建
設
課
下
水
道
係
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
の
補
助
金

処理対象
人員 ５人槽 ７人槽 10人槽

延床面積 130㎡
未満

130㎡
以上

台所及び浴室が二箇所
以上

（二世帯住宅）

補助金額 　　　　基準額改定見込みのため、
　　　　問い合わせてください。

◎申込・問い合わせ先
　建設課下水道係
　☎８２－３１１１下水道 供用区域広がる下水道 供用区域広がる 受益者負担金の

納付をお願いします下水道 供用区域広がる

平成19年度浄化槽整備事業補助金対象区域図

凡　　　例
坂城町下水道計画区域全域

浄化槽補助対象外区域

※濃く色のかかっていない町内全域が補助対象区域です

9



み
ん
な
で
守
ろ
う
！　

美
し
い
川

千
曲
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射

を
実
施
し
ま
す
。
日
程
な
ど
詳
し
く

は
広
報
さ
か
き
３
月
号
を
ご
確
認
の

う
え
、
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

生
後
91
日
以
上
の
す
べ
て
の
犬
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
飼
犬
登
録
済
み

の
方
に
は
ハ
ガ
キ
が
郵
送
さ
れ
て
い

ま
す
。
飼
犬
登
録
済
み
の
証
明
に
な

り
ま
す
の
で
、
当
日
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

①
犬
の
健
康
に
異
常
の
あ
る
場
合
ま

た
は
過
去
の
狂
犬
病
予
防
注
射
後

に
異
常
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る

犬
は
、
獣
医
科
医
院
で
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

②
当
日
異
常
の
あ
る
犬
は
、
必
ず
受

け
付
け
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

③
室
内
で
飼
っ
て
い
る
犬
も
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

④
病
気
や
老
衰
な
ど
に
よ
り
注
射
が

困
難
な
場
合
は
、
獣
医
師
の
猶
予

証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　

☎
８
２
│
３
１
１
１

　

昨
年
11
月
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
渡

航
し
て
い
た
日
本
人
が
現
地
の
犬
に

噛
ま
れ
、
帰
国
後
に
狂
犬
病
を
発
症

し
、
亡
く
な
っ
た
事
例
が
２
件
続
け

て
発
生
し
ま
し
た
。
日
本
人
が
狂
犬

病
を
発
症
し
た
の
は
約
40
年
ぶ
り
の

こ
と
で
す
が
、
日
本
国
内
の
犬
か
ら

の
感
染
で
人
が
狂
犬
病
を
発
症
し
た

事
例
は
１
９
５
７
年
以
来
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
犬
の
飼
い

主
の
皆
さ
ん
が
毎
年
狂
犬
病
予
防
注

射
を
行
っ
て
い
る
結
果
で
あ
り
、
飼

い
主
の
皆
さ
ん
の
力
で
日
本
か
ら
狂

犬
病
を
追
い
出
し
た
の
だ
と
い
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
近
隣
の
韓
国
や
中
国
も

含
め
た
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
現
在
も
狂

犬
病
に
感
染
す
る
人
が
後
を
絶
た
ず
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
の
発
表

に
よ
る
と
世
界
中
で
毎
年
３
万
５
千

人
〜
５
万
人
の
人
が
狂
犬
病
に
感
染

し
、
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
室
内
犬
・

室
外
犬
を
問
わ
ず
生
後
91
日
以
降
の

す
べ
て
の
犬
が
対
象
で
す
。
必
ず
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
多
く
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い

て
い
る
「
千
曲
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

坂
城
町
の
象
徴
と
も
い
え
る
千
曲

川
を
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
ま
ま
で

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
大

勢
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

４
月
15
日
（
日
）

　
　
　

午
前
７
時
〜
９
時

　
　
　

（
受
付
６
時
45
分
）

集
合
場
所

①
消
防
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
場

（
坂
城
大
橋
田
町
側
河
川
敷
）

②
大
望
橋
中
之
条
側

（
さ
か
き
千
曲
川
ば
ら
公
園
）

③
鼠
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

※
ど
の
会
場
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

村
上
氏
フ
ォ
ー
ラ
ム
以
来
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
散

策
会
。
今
回
は
「
義
清
の
宿
敵
、
武

田
信
玄
と
伝
説
の
軍
師
」
と
題
し
て

大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
に
あ
わ

せ
、
武
田
信
玄
の
本
拠
地
を
訪
ね
ま

す
。

　

山
梨
県
立
博
物
館
で
45
日
間
だ
け

開
催
さ
れ
る
風
林
火
山
特
別
展
の
拝

観
の
ほ
か
、
武
田
氏
館
跡
と
い
わ
れ

る
武
田
神
社
、
信
玄
公
菩
提
寺
「
恵

林
寺
」
を
散
策
し
、
急
速
に
領
土
を

広
げ
た
武
田
氏
の
足
跡
と
伝
説
の
軍

師「
山
本
勘
助
」の
活
躍
に
迫
り
ま
す
。

日
時　

５
月
19
日
（
土
）

　

午
前
７
時
30
分
発

　

午
後
６
時
頃
着

定
員　

20
人

　

（
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

集
合
場
所　

役
場
前
庭

講
師　

山
梨
県
立
博
物
館
学
芸
員
、

町
学
芸
員

散
策
場
所　

山
梨
県
立
博
物
館
特
別

展
「
信
玄
・
謙
信
そ
し
て
伝
説
の

軍
師
」
、
恵
林
寺
（
信
玄
公
菩
提

　

寺
）、武
田
氏
館
跡（
武
田
神
社
）

　

【
申
込
方
法
】

申
込
期
間　

　

４
月
９
日
（
月
）
〜

　

５
月
10
日
（
木
）

参
加
費　

１
，
５
０
０
円
（
保

険
料
、
昼
食
代
等
を
含
み
ま

す
）
当
日
ご
持
参
下
さ
い

※
拝
観
料
（
２
，
１
４
０

円
）
別
途
当
日
お
預
か
り
し

ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
室

☎
８
２
―
３
１
１
１

風
林
火
山
散
策
会

「
武
田
信
玄
と
伝
説
の
軍
師
」参
加
者
募
集

狂
犬
病
は

別
世
界
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん

持
ち
物
・
服
装　

軍
手
な
ど
を
持
参

い
た
だ
き
、
作
業
の
で
き
る
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

犬の登録と
狂犬病予防
注射は忘れ
ずに

▼前回の散策会の様子（飯綱町芋川）
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期　　日 収　集　場　所 時　　間
４月15日（日） 坂城町役場職員駐車場

午前

８時30分

～10時

５月20日（日） 坂城中学校南側駐車場
６月17日（日） 日精樹脂工業㈱駐車場
７月15日（日） びんぐしの里公園駐車場
８月19日（日） 坂城町役場職員駐車場
９月16日（日） 坂城中学校南側駐車場
10月21日（日） 日精樹脂工業㈱駐車場
11月18日（日） びんぐしの里公園駐車場
12月16日（日） 坂城町役場職員駐車場
１月20日（日） 坂城中学校南側駐車場
２月17日（日） 日精樹脂工業㈱駐車場
３月16日（日） びんぐしの里公園駐車場

ス
ト
ッ
プ
!!  

地
球
温
暖
化 

温
暖
化
は
人
為
的
現
象

　

先
日
、
世
界
中
の
地
球
温
暖
化
研

究
者
た
ち
の
集
ま
り
「
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）
」
が
開
か
れ
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
は
「
人
間
が
排
出
し
た
二
酸
化

炭
素
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
」
と
い

う
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
人
間
の
活

動
の
中
で
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す

る
行
為
は
様
々
で
す
。
例
え
ば
、
皆

さ
ん
は
毎
日
ご
み
を
出
し
て
い
ま
す

が
、
ご
み
を
出
す
こ
と
も
二
酸
化
炭

素
を
排
出
す
る
ひ
と
つ
の
原
因
で
す
。

燃
え
る
ご
み
は
葛
尾
組
合
焼
却
場
で

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
み
を
燃

や
す
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
二
酸
化

炭
素
を
排
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

可
燃
ご
み
の
減
量
で

Ｃ
Ｏ
２
を
削
減

　

ご
み
の
排
出
を
抑
え
る
こ
と
で
二

酸
化
炭
素
を
減
ら
す
こ
と
を
考
え
た

場
合
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
の
ひ

と
つ
は
、
ご
み
の
分
別
で
す
。
【
図

１
】
は
坂
城
町
内
の
家
庭
か
ら
出
さ

れ
た
ご
み
の
処
理
量
を
表
し
て
い
ま

す
。
平
成
15
年
か
ら
容
器
包
装
な
ど

の
分
別
が
始
ま
り
、
可
燃
ご
み
の
量

が
い
っ
た
ん
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
は
徐
々
に
増
え
始
め
て
い
ま
す
。

ご
み
を
出
す
こ
と
に
よ
る

二
酸
化
炭
素
排
出
量

　

可
燃
ご
み
を
処
理
す
る
場
合
、
１

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

連
載
特
集　

第
４
回　

ご
み
の
分
別
が
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う

㎏
あ
た
り
０
．
８
４
㎏

の
二
酸
化
炭
素
が
排
出

さ
れ
ま
す
（
環
境
省
資

料
よ
り
）
。
坂
城
町
で

は
、
１
年
間
で
町
民
ひ

と
り
当
た
り
１
５
５
㎏

の
可
燃
ご
み
を
出
し
て

い
る
（
Ｈ
17
調
べ
）
の

で
、
ご
み
焼
却
に
よ
り

﹇
１
５
５
×
０
．
８
４

　

１
３
０
㎏
﹈
の
二
酸

化
炭
素
を
排
出
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
を
煩
わ

し
い
と
思
い
が
ち
な
あ

な
た
、
地
球
の
未
来
の

た
め
、
分
別
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

実
施
日　

毎
月
第
３
日
曜
日

回
収
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
10
時

※
粗
大
ご
み
は
す
べ
て
有
料
回
収
と

な
り
ま
す
。

※
料
金
は
回
収
品
目
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

収
集
場
所
に
つ
い
て

・
坂
城
町
役
場
職
員
駐
車
場
…
役
場

北
側
駐
車
場
（
庁
舎
前
駐
車
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
日
精
樹
脂
工
業
駐
車
場
…

（
※
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
全
国
統
一

料
金
で
す
が
、
一
部
メ
ー
カ
ー
は

料
金
が
異
な
り
ま
す
。
）

②
収
集
運
搬
料
（
税
込
）

　

１
個
あ
た
り
一
律
：

　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
０
０
０
円

◎
問
い
合
せ
先

　

住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

　

本
社
ビ
ル
南
側
駐
車
場

・
び
ん
ぐ
し
の
里
公
園
駐
車
場

…
屋
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
西
側

駐
車
場

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
商
品

の
回
収

　

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ

ウ
ン
管
）
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、

冷
凍
庫
（
家
電
5
品
目
）
に
つ

い
て
は
粗
大
ご
み
回
収
に
あ
わ

せ
て
電
気
商
業
組
合
が
次
の
①

＋
②
の
料
金
で
回
収
し
ま
す
。

①
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
（
税
込
）

　

エ
ア
コ
ン
：
３
，
６
７
５
円
、

　

テ
レ
ビ
：
２
，
８
３
５
円
、

　

洗
濯
機
：
２
，
５
２
０
円
、

　

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
：

　

４
，
８
３
０
円

≒

平
成
19
年
度

粗
大
ご
み
の
回
収
日
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日　　　　時 内　　　　容
５月17日（木）

午前10時
～
正午

ばらの植え付けほか
６月21日（木） 剪定、摘蕾、灌水ほか
７月19日（木） 病害虫駆除ほか
８月23日（木） 秋の剪定、花殻整理、追肥
11月15日（木） 花後の剪定ほか
３月13日（木） 接ぎ木・挿し木ほか

ガーデニング教室日程

　

土
地
を
売
買
し
た
り
、
相
続
に
伴

っ
て
分
筆
し
た
り
、
公
共
事
業
に
伴

う
公
共
用
地
を
売
買
し
た
り
す
る
と

き
に
土
地
の
測
量
を
行
い
ま
す
が
、

そ
の
測
量
の
基
準
と
な
る
「
公
共
基

準
点
」
を
国
土
交
通
省
が
設
置
し
ま

し
た
。
場
所
は
、
坂
城
地
区
の
県
道
、

産
業
道
路
、
昭
和
橋
通
り
及
び
他
の

町
道
で
す
。
他
の
町
道
で
は
、
四
ツ

屋
地
区
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
交
換
局
か
ら
坂

城
小
学
校
ま
で
の
区
間
と
、
Ｊ
Ａ
ち

く
ま
果
実
流
通
セ
ン
タ
ー
西
側
交
差

点
で
す
。

　

簡
単
な
運
動
や
ゲ
ー
ム
を
し
な
が

ら
、
親
子
で
身
体
を
動
か
す
感
覚
を

覚
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
７
日
〜
７
月
９
日
の

　

毎
週
月
曜
日
（
計
10
回
）

　

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

坂
城
町
武
道
館

指
導
者　

依
田
淑
子
さ
ん

　

（
長
野
県
体
育
指
導
セ
ン
タ
ー
）

参
加
費　

４
，
０
０
０
円

定
員　

35
人

　

測
量
法
第
22
条
で
は
「
何
人
も
、

移
転
、
き
損
そ
の
他
の
行
為
に
よ
り
、

基
本
測
量
の
た
め
設
置
し
た
測
量
標

の
効
用
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。
」

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

こ
の
公
共
基
準
点
を
管
理
保
全
す
る

た
め
、
坂
城
町
公
共
基
準
点
管
理
保

全
要
綱
を
制
定
し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

対
象　

２
・
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

　

３
〜
５
歳
児
を
対
象
と
し
た
ス
ポ

ー
ツ
教
室
で
す
。
軽
い
運
動
や
、
楽

し
い
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
体
づ
く
り
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。

日
時　

５
月
９
日
か
ら
の

　

毎
週
水
曜
日
（
年
間
30
回
）

　

午
後
４
時
30
分
〜
５
時
30
分

講
師　

依
田
淑
子
さ
ん

　

（
長
野
県
体
育
指
導
セ
ン
タ
ー
）

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
及
び
し
な
の
鉄
道
の

列
車
時
刻
改
正
に
伴
い
、
し
な
の
鉄

道
坂
城
駅
・
テ
ク
ノ
さ
か
き
駅
か
ら

坂
城
町
循
環
バ
ス
へ
の
接
続
を
便
利

に
す
る
た
め
、
循
環
バ
ス
の
時
刻
表

を
４
月
２
日
か
ら
改
正
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
４
月
号
と
同
時

に
配
布
し
た
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

　

☎
８
２ 

―
３
１
１
１

　

㈲
信
州
観
光
バ
ス
坂
城
営
業
所

　

（
坂
城
駅
内
）

　

☎
・
有
線
８
１
―
２
１
２
１

受
講
料　

１
５
，
０
０
０
円

定
員　

30
人

申
込
開
始

　

４
月
10
日
（
火
）
午
前
９
時

（
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

（
よ
い
子
・
キ
ッ
ズ
と
も
に
）

　

教
育
文
化
課
生
涯
学
習
係

　

☎
８
２
―
２
０
６
９

　

有
線
８
２
―
６
３
４
９

緑
化
用
の
苗
木
を
配
布
し
ま
す

　

道
路
沿
い
の
土
地
や
、
公
共
施
設

で
花
や
み
ど
り
を
育
て
て
い
る
グ
ル

ー
プ
を
対
象
に
、
緑
化
用
の
苗
木
な

ど
（
ご
希
望
の
種
類
）
を
配
布
し
ま

す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
４
月
27
日

（
金
）
ま
で
に
、
建
設
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

　

ば
ら
を
美
し
く
咲
か
せ
て
み
ま
せ

ん
か
。
ば
ら
の
苗
を
植
え
、
基
礎
か

ら
楽
し
く
ば
ら
の
育
て
方
が
学
べ
ま

す
。

日
程　

下
表
参
照

場
所　

役
場
会
議
室
（
実
習
は
さ
か

き
千
曲
川
バ
ラ
公
園
ほ
か
）

講
師　

塚
田
晃
久
さ
ん

受
講
料

　

３
，
０
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

定
員　

20
人

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
軍
手
、
移
植

ご
て
な
ど

申
込
開
始　

４
月
10
日
（
火
）
〜

　

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
都
市
・
公
園
係

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

坂
城
町
公
共
基
準
点
管
理
保
全
要
綱

４
月
２
日
か
ら
施
行

坂
城
町
循
環
バ
ス

４
月
２
日
か
ら
時
刻
改
正

町
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に

花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り

キ
ッ
ズ

ス
ポ
ー
ツ
教
室

よ
い
子
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室
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◎申込・問い合わせ先
　建設課下水道係
　☎８２－３１１１下水道 供用区域広がる 受益者負担金の

納付をお願いします
　季節にあった様々な具を使い、１
年中美味しいおやきが食べられてい
ます。この時期に好まれる具を使っ
たおやきづくりの教室を開催します。
日時　４月１１日（水）
　　　午前９時30分
場所　びんぐしの里農産物加工セン
ター
募集人員　15人
参加費　１，５００円
◎申込・問い合わせ先
　味ロッジわくわくさかき
　☎・有線８２－０１４１

　長野広域連合主催第11回ＡＲＥＡ
ながのふるさとフォトコンテストの
入賞作品の展示を行います。
期間　４月16日（月）～24日（火）
場所　びんぐし湯さん館
◎問い合わせ先
　企画政策課企画調整係
　☎８２－３１１１

　リズム感を養いながら、幼児期に
おける知的能力と肉体的能力の成長
をはかります。
期間　平成19年５月９日～
　　　平成20年２月20日
　　　（毎週水曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　文化センター大会議室ほか
指導者　中沢敏江さん
参加費　８，０００円
定員　20組
対象　２・３歳児とその保護者
申込開始
　４月10日（火）午前９時
（参加費を添えてお申し込みくださ
い。定員に達し次第締め切りま
す。）
◎申込・問い合わせ先
　坂城町公民館
　☎８２－２０６９
　有線８２－６６３７

　固定資産課税台帳に登録された価
格について、不服がある場合におい
ては、固定資産課税台帳に価格を登
録した旨の公示の日から納税通知書
を受け取った日の翌日から起算して
60日以内に、文書をもって、固定資
産評価審査委員会に審査の申出をす
ることができます。
審査申出ができる期間
　４月２日（月）～６月15日（金）
◎問い合わせ先
　総務課税務係
　☎８２－３１１１

　国税局や税務署において、国税に
関する調査や指導などの事務を行う
国税専門官を募集しています。
試験の程度　大学卒業程度
受験資格
①昭和53年４月２日～昭和61年４月
１日生まれの者
②昭和61年４月２日以降生まれの者
で次に掲げるもの
　⑴大学を卒業した者及び平成20年
３月までに大学を卒業する見込
みの者

　⑵人事院が⑴に掲げる者と同等の
資格があると認める者

受付期間
　４月２日（月）～４月13日（金）
第一次試験日
　６月10日（日）
◎問い合わせ先
　上田税務署
　☎２２－１２３４
　国税庁ホームページ
　http://www.nta.go.jp

募集区画
　金井農園　１区画
　栗田農園　13区画
使用料　１区画2,700円（年額）
面積　50㎡
◎問い合わせ先
　産業振興課農林整備係
　☎８２－３１１１

　４月は固定資産税（第１期）及び、
納期前納付（全期）の納付月です。
　納付書の場合は、納付期限までに
最寄りの金融機関で納入してくださ
い。口座振替は５月１日（火）が振
替日となります。納付方法、口座の
変更などを希望される方は、４月20
日（金）までにご連絡ください。
町税前納報奨金制度の廃止
　平成19年度から、町税前納報奨金
制度（町県民税）が廃止となります。
口座振替登録をされている方で、納
付方法の変更（全期前納から期別納
付）を希望される方は、お手数です
が、手続きが必要となりますので下
記までご連絡ください。
◎連絡・問い合わせ先
　総務課収納推進係
　☎８２－３１１１

　平成19年度の土地、家屋の評価額
等が記載されている土地価格等縦覧
帳簿及び家屋価格等縦覧帳簿の縦覧
を行います。期間中、固定資産税の
納税者は、町内全ての土地、家屋の
評価額を縦覧できます。
　縦覧をされる方は、納税通知書な
ど、納税者であることを確認できる
ものと印鑑を持参のうえ申請してく
ださい。縦覧は無料です。
縦覧期間
　４月２日（月）～５月１日（火）

　平成19年度の固定資産課税台帳
（土地家屋名寄帳）が４月２日から
閲覧できます。閲覧ができるのは、
所有者本人、借地・借家人など（本
人以外の場合は関係を証するもの及
び本人確認ができるものが必要）で、
手数料は３００円です。ただし、縦
覧期間の４月２日（月）～５月１日
（火）までは無料です。

町税などの納入
　第１期の納付期限は

５月１日（火）です

インフォメーション

土地価格等縦覧帳簿及び
家屋価格等縦覧帳簿の縦覧

国税専門官採用試験
ＡＲＥＡながのフォトコンテスト

入賞作品の展示

ファミリー農園利用者募集

おやきづくり体験教室

固定資産課税台帳
（土地家屋名寄帳）の閲覧

固定資産評価審査委員会
への審査申出

リトミック教室
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２
月
19
日
（
月
）
、
坂
城
町
中
心
市
街
地
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い

て
「
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
機
構
」
の

活
動
を
締
め
く
く
る
ま
と
め
の
全
体
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
機
構
は
、
平
成
15
年
12
月
の
設
立

以
来
３
年
間
に
わ
た
り
、
町
の
自
律
と
協
働
の

実
現
に
向
け
「
産
業
」「
環
境
」「
教
育
」「
行
政
」

「
福
祉
」の
５
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
政
策
提
言

を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
委
員
自
ら
も
そ
の
実

現
に
向
け
た
活
動
に
主
体
的
に
参
画
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
の
全
体
会
議
で
は
、
機
構
設
立
当
初
よ

り
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
会
議
の
合
意

形
成
を
支
援
し
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｓ
Ｃ
Ｏ

Ｐ
」
の
鷲
見
真
一
理
事
長
か
ら
、
３
年
間
の
活

動
に
つ
い
て
ま
と
め
の
発
表
が
行
わ
れ
、
参
加

し
た
32
名
の
委
員
は
、
改
め
て
自
分
た
ち
の
活

動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
（
火
）
、
役
場
講
堂
に

お
い
て
、
平
成
19
年
度
の
町
消
防
団

任
命
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
退
任
す

る
分
団
長
と
、
新
た
に
分
団
長
・
副

分
団
長
・
班
長
に
任
命
さ
れ
る
団
員
、

そ
し
て
新
入
団
員
が
出
席
し
、
片
山

団
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
任
命
を
受
け
ま

し
た
。

　

19
年
度
の
新
入
団
員
は
現
時
点
で

14
人
。
式
の
中
で
、
新
入
団
員
代
表

者
が
宣
誓
書
を
読
み
上
げ
、
こ
れ
か

ら
「
町
の
安
全
を
守
る
」
と
い
う
大

切
な
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
へ
の
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
（
木
）
、
坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
近
藤
工
業
が
開
発
・
特
許
出

願
し
た
果
樹
園
作
業
用
「
集
枝
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
タ
ー
」
の
開
発
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
機
械
は
、
農
作
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー

に
着
脱
可
能
な
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
、
剪
定

後
の
枝
集
め
の
他
、
荷
物
の
運
搬
な
ど
様
々

な
用
途
に
使
用
で
き
る
も
の
で
す
。
開
発
や

特
許
出
願
の
支
援
を
（
財
）
さ
か
き
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
が
行
い
ま
し
た
。

　

会
の
中
で
、
近
藤
工
業
社
長
の
近
藤
雄
生

さ
ん
は
「
機
械
に
よ
り
作
業
を
簡
略
化
す
る

こ
と
で
、
高
齢
化
の
進
む
農
家
の
手
助
け
に

な
れ
ば
と
思
っ
た
。
今
後
も
農
業
機
械
の
開

発
を
進
め
た
い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ＧＯＧＯ機構全体会議でまとめ

新製品開発発表会

町消防団任命式平成19年度消防団分団長〈敬称略〉
分団名 地　　区 氏　名 詰所有線番号

第１分団 鼠・新地 若林　裕也 88-1135

第２分団 金井 宮原　文治 88-1136

第３分団 入横尾・泉・町横尾 中村　　純 88-1137

第４分団 中之条 井口　安勝 88-1132

第５分団
四ツ屋・御所沢・
田町・戌久保

片桐　　修 88-1140

第６分団
南日名・北日名・
和平

小宮山大輔 88-1142

第７分団
横町・立町・込山・
旭ヶ丘

中澤　郁夫 88-1133

第８分団
日名沢・大宮・新町
坂端・苅屋原

小宮山　剛 88-1144

第９分団 網掛・小網・月見 鵜飼　茂昭 88-1159

第10分団 上五明 大塚　康二 88-2419

第11分団 上平 山辺　繁雄 88-1134

ラッパ分団 本部付 前山　一隆 88-1146
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我
々
第
３
分
団
は
、
入
横
尾
、
泉
、

町
横
尾
地
区
を
担
当
し
、
日
々
防
災

活
動
の
た
め
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
団

員
数
は
総
勢
20
名
、
年
齢
は
20
代
前

半
か
ら
30
代
後
半
と
幅
広
い
で
す
が

上
下
関
係
が
な
く
み
ん
な
の
び
の
び

と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

入
団
前
、
私
は
消
防
団
に
あ
ま
り

い
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
入
団
し
て
み
た

ら
思
っ
て
い
た
ほ
ど
厳
し
く
な
く
、

た
く
さ
ん
の
仲
間
も
で
き
て
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ポ
ン
プ
操
法
大
会
も
選
手

と
し
て
入
団
し
た
年
か
ら
３
年
間
連

続
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
成
績
は
あ

ま
り
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

自
分
に
と
っ
て
良
い
経
験
が
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
防
災

訓
練
や
出
初
式
な
ど
の
行
事
が
あ
り
、

他
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
人
生
の
い
い
勉
強

に
も
な
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

消
防
団
に
興
味
が
あ
る
人
が
い
た

ら
、
男
女
年
齢
を
問
わ
ず
ぜ
ひ
入
団

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
御
一
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

我
々
、
第
６
分
団
は
北
日
名
、
南

日
名
、
和
平
地
区
を
担
当
し
、
昼
夜

問
わ
ず
消
防
・
防
災
活
動
の
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
毎
月
１
日
・
15

日
の
火
災
予
防
広
報
活
動
や
春
・

秋
・
年
末
の
火
災
予
防
運
動
、
ポ
ン

プ
操
法
大
会
出
場
に
向
け
て
の
練
習

な
ど
、
年
間
を
通
し
て
各
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
技
術
の
向
上
を
図
る

た
め
に
行
わ
れ
る
ポ
ン
プ
操
法
大
会

は
約
２
ヶ
月
間
練
習
し
ま
す
。
最
近
、

順
位
は
振
る
い
ま
せ
ん
が
、
他
の
分

団
と
競
い
合
う
適
度
な
緊
張
感
の
中

で
団
員
同
士
の
結
束
が
強
く
な
る
期

間
で
す
。
そ
の
他
に
も
夏
祭
り
花
火

大
会
や
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
の
地
域
の

行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
も
消
防
団
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
の
た
め
に
活
躍
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
地
域
の
人
々
と
の
交
流
な

ど
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
す
。
入

団
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

の
大
会
９
年
連
続
優
勝
と
い
う
輝
か

し
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
現
在

も
こ
の
結
果
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、

さ
ら
に
消
防
技
術
が
向
上
で
き
る
よ

う
に
全
員
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
火
事
や
災
害
、
さ
ら

に
は
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
は
大

変
で
苦
労
す
る
事
も
あ
り
ま
す
が
、

地
域
の
方
々
か
ら
感
謝
の
声
を
か
け

ら
れ
た
時
や
終
え
た
時
の
達
成
感
は

何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

　

第
９
分
団
、
地
域
の
た
め
に
一
肌

脱
い
で
見
よ
う
と
考
え
て
い
る
あ
な

た
の
入
団
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た「
地
域
の
ヒ
ー
ロ
ー
」

に
な
れ
ま
す
よ
！

　

我
々
第
９
分
団
は
、
団
員
数
25
名

で
網
掛
、
月
見
、
小
網
地
区
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
団
員
構
成
も
10
代
か

ら
30
代
と
幅
広
い
で
す
が
、
歳
の
差

を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
楽
し
い
雰
囲

気
の
中
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
半
鐘
と
車
両
に
よ

る
火
災
予
防
広
報
活
動
や
水
利
点
検

を
中
心
に
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
行
っ
た
り
し
て
仲

間
の
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
は
全
員
で
目
標

を
も
ち
、
力
を
合
わ
せ
た
結
果
、
町

地
域
を
守
る　

地
域
の
力

　

日
頃
、
火
災
や
水
害
な
ど
の
災
害
か
ら
地
域
を
守
り
、
私
た
ち
の
安

心
・
安
全
な
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
消
防
団
。
各
分
団
ご
と
に
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
消
防
団
で
は
、
随
時
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

◎
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

　

 

☎
８
２
―
３
１
１
１

第
３
分
団
で
す

第
３
分
団
分
団
長　

橋
本　

洋

（
担
当
地
区 

入
横
尾
・
泉
・
町
横
尾
）

第
９
分
団　

異
常
な
し
！

第
９
分
団
分
団
長　

浅
野
井
克
明

（
担
当
地
区　

網
掛
・
小
網
・
月
見
）

こ
ち
ら
は
第
６
分
団
で
す　
第
６
分
団
分
団
長　

島
田　

由

　
（
担
当
地
区　

北
日
名
・
南
日
名
・
和
平
）

消消    
防防    

団団    

紹紹    

介介
part3
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高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

平
成
18
年
中
に
発
生
し
た
長
野
県

内
の
交
通
事
故
死
者
１
２
３
人
の
う

ち
、
約
半
数
の
62
人
が
高
齢
者
で
し

た
。
今
年
も
県
内
で
は
、
高
齢
者
が

亡
く
な
る
死
亡
事
故
が
増
え
て
お
り
、

千
曲
市
で
は
、
84
歳
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
79
歳
の
歩
行
者
を
は
ね
て
死
亡
さ

せ
る
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
〈
歩
行
者
〉
の
場
合

▼
必
ず
横
断
歩
道
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。
「
遠
く
て
面
倒
」
そ
ん
な
気
持

ち
が
事
故
の
も
と
で
す
。

▼
車
は
遠
く
に
見
え
て
も
意
外
に
早

い
も
の
で
す
。
道
路
を
横
断
す
る
と

き
は
、
特
に
左
側
か
ら
の
車
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▼
「
止
ま
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と

は
考
え
ず
、
車
が
停
止
し
た
の
を
し

っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
夜
間
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

夜
間
に
歩
く
と
き
は
、
白
っ
ぽ
い
服

装
で
、
夜
光
た
す
き
な
ど
の
反
射
材

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
〈
運
転
者
〉
の
場
合

▼
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
身
体
能
力
は

低
下
し
て
い
き
ま
す
。
身
体
能
力
の

低
下
を
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

▼
余
裕
の
あ
る
運
転
は
交
通
安
全
に

つ
な
が
り
ま
す
。
早
め
の
合
図
と
安

全
確
認
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
高
齢
運
転
者
標
識
（
紅
葉
マ
ー

ク
）
を
車
体
に
つ
け
て
自
分
の
存
在

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
場
合

　

高
齢
歩
行
者
や
紅
葉
マ
ー
ク
の
車

を
見
か
け
た
ら
、
車
間
距
離
を
と
り
、

速
度
を
落
と
し
て
相
手
を
思
い
や
る

気
持
ち
で
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

坂城町交番  ☎・有線８２－２００８
交番だより交番だより交番だより交番だより

　

私
は
今
日
が
楽
し
み
で
し
た
。

　

や
っ
と
３
部
。
私
は
「
も
う
３
部

か
」
と
思
い
な
が
ら
歌
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
私
の
伴
奏
曲
『
ス
マ
イ

ル
ア
ゲ
イ
ン
』
に
な
り
ま
し
た
。
里

緒
菜
さ
ん
の
指
揮
で
入
り
、
最
初
か

ら
「
ス
マ
イ
ル
ア
ゲ
イ
ン
」
の
歌
詞

の
と
こ
ろ
ま
で
上
手
く
い
っ
て
間
奏

に
入
り
ま
し
た
。
で
も
間
違
え
な
い

よ
う
に
と
指
に
意
識
し
す
ぎ
て
伴
奏

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
私

は
「
も
う
弾
け
な
い
。
」
と
思
い
ま

し
た
。
す
る
と
、

「
も
う
二
度
と
心
か
ら
…
」

と
、
誰
か
が
小
さ
く
歌
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
続
い
て
み
ん
な
も
歌

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
私
は

ピ
ア
ノ
を
再
び
弾
く
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。
２
番
が
終
わ
り
「
さ
あ
今

度
こ
そ
間
奏
を
成
功
さ
せ
る
。
み
ん

な
が
こ
こ
ま
で
つ
な
い
で
く
れ
た
ん

だ
。
」
と
思
い
、
最
初
の
『
ラ
』
を

弾
く
一
瞬
の
間
に
、
今
ま
で
の
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
ふ
っ
と
頭
の
中
に
浮

か
ん
で
き
ま
し
た
…

　

い
つ
だ
っ
た
っ
け
。
初
め
は
上
手

く
弾
け
な
か
っ
た
け
ど
侑
加
さ
ん
と

恭
也
さ
ん
が
「
頑
張
れ
」
っ
て
言
っ

て
く
れ
た
時
の
こ
と
。
練
習
の
時
、

伴
奏
が
止
ま
っ
て
も
瑞
希
さ
ん
や
史

門
さ
ん
が
歌
い
続
け
て
く
れ
た
事
。

だ
か
ら
今
度
は
絶
対
成
功
さ
せ
る
ん

だ
っ
て
思
っ
た
ら
指
が
動
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
先
生
の
た
め
に
作
っ
た
か

え
歌
ま
で
大
成
功
だ
っ
た
。

　

伴
奏
は
止
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
、

み
ん
な
が
つ
な
い
で
く
れ
た
か
ら
成

功
で
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の
時
本
当

学校だより学校だより学校だより
卒業記念コンサート

坂城小学校６年１組　伊藤佐恵

楽
し
い
給
食
時
間
が
持
て
る
よ
う
、
家
庭
で
は
こ
ん
な
と

こ
ろ
に
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
・
有
線
８
２
│
２
５
５
９

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
☎
・
有
線
８
２
│
２
５
５
９

家
庭
と
連
携
し
た
学
校
給
食

の
助
け
合
い
と
い
う
の
は
こ
う
い
う

事
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
ク

ラ
ス
に
出
会
っ
て
、
本
当
に
う
れ
し

い
で
す
。

食べ物を大切にする心を

お手伝いをさせましょう

今日の給食は何かな？

食事に集中できるように

　食べ物はたくさんの人の手を通して作られます。
感謝の気持ちを持つように、家庭でも折にふれ話し
てあげてください。

　給食は一定の時間が決めら
れています。家庭でも遊びな
がら食べたりしないで、食べ
ることに集中できるような雰
囲気づくりを心がけてくださ
い。

　給食は児童・生徒全員が順
番で当番になります。食事の
準備・後片付けができるよう
に、家庭でもお手伝いをさせ
ましょう。

　献立表を見やすい場所に貼っておき、今日は何を食べた
のか、食べたときの様子などを話し合ってみましょう。朝夕
のメニューがなるべく給食と重ならないようにしましょう。
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4月の行事予定［申し込みはお早めに！］4月の子育てグループの予定
グループに申し込まれた方は次のグループにお
出かけください。 内　　　容 時　間

４日㈬
子育て懇話会　グループの新三役の
皆さんご出席ください。

午前10時

６日㈮ おひさま広場　シャボン玉あそび 午前10時

１１日㈬

お花見にいこう！　場所：テクノさ
かき駅前の公園　※現地集合
持ち物：飲み物、おにぎり、お手拭
き、着替え（おしり拭き）

午前10時20分

１８日㈬
おひさま広場　Ａコースのお散歩
※センター集合

午前10時

１９日㈭
ボランティア懇話会
センター行事の応援団

午後１時

２４日㈫
マザーリーフの会　集団が苦手なお
子さんをもつ親の会

午後1時30分

２５日㈬
子育て懇話会
「食育ってなあに」依田文子栄養士
場所：びんぐしの里公園

午前10時

今月の
相談日

細江相談員　4日、11日、18日、25日(水) 
　　　　　　午前９時30分～午後４時30分
希望される方は事前に連絡をお願いします！

赤ちゃん小組（毎週月曜日）

９日、16日、23日、30日
リーダー：竹内安由美さん　☎82-8208
サブ：中村明日香さん　☎090-4098-8625
会計：宮下みゆきさん　☎090-7946-9261

サークルどんぐり（第１・３火曜日）

17日（今月３日はお休みです）
リーダー：滝澤利恵子さん　☎82-0513
サブ：桜井千恵さん　☎090-7826-3300
会計：塚田　舞さん　☎090-5448-1798

スコーレ母親教室
20日（※通常は第２火曜日）
リーダー：太田とよ子さん　☎82-6027
サブ：川島邦子さん　☎82-6347

まざーぐうす（毎週木曜日）
19日（支援センター）、26日
※今月５日、12日はお休み
リーダー：古谷いずみさん　☎82-8266
サブ：菱田三奈さん　☎82-4013
会計：宮本有紀代さん　☎090-8773-0044

いっぱい遊ぼうグリとグラ（第２・４金曜日）

13日、27日
リーダー：亀岩真紀さん　☎82-7081
サブ：若林茂子さん　☎82-6256
会計：川口真紀恵さん　☎82-9069

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援　
　
　

　

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

子
育
て
支
援　
　
　

　

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ・有
線
８
２
│
２
２
９
１

☆
赤
ち
ゃ
ん
に
自
然
の
光
と
風
を
…

　

積
極
的
に
外
あ
そ
び
や
お
散
歩
を
し
て
、

日
光
浴
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
赤
ち
ゃ
ん
も
欲

求
が
満
た
さ
れ
、
よ
く
食
べ
、
よ
く
寝
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
家
庭
の
生
活
リ
ズ
ム
を
見

直
し
、
子
ど
も
に
あ
わ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

朝
寝
坊
は
散
歩
の
時
間
を
減
ら
し
て
し
ま
い

ま
す
。

☆
赤
ち
ゃ
ん
の
生
活
す
る
場
は
、
こ
ま
め
に

お
掃
除
を
…

　

布
団
は
陽
に
よ
く
当
て
、
叩
い
て
ほ
こ
り

を
と
り
ま
し
ょ
う
。
ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
の
た

め
の
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
（
繊
維
の
く
ず
、
綿
ぼ

こ
り
、
毛
、
ふ
け
、
花
粉
、
ダ
ニ
な
ど
）
対

策
に
な
り
ま
す
。

　
　

「
愛
育
会　

の
び
の
び
育
児
」
よ
り

こ
の
時
期
の
育
児

◆時間:午前9時～正午
◆場所:子育て支援センター
　　　　（まざーぐうすは文化センター）
あそびにきたい方へ：土曜・日曜・祝祭日以外は開館しています（午前９時～正午、午後２時～４時30分）。今月、午前
があいている日は５日、10日、12日、19日、24日、26日です。午後はお昼寝時間の後があいています。ただし、会議の
ため23日、24日は使えません。 
お互いの名前を覚えるために名札を！
　かごの中にあいうえお順で名札を用意していますので、お子さんにつけてあげてください。名札がない場合はお
申し出ください。名札の色は年齢別で、赤＝０才、ピンク＝１才　黄色＝２才、青＝３才です。

◆場所：子育て支援センター
◆持ち物：飲み物、お手拭き、着替え（おしり拭きも）、テ

ィッシュ、タオル（ハンカチ）
※取り替えたおむつ、パンツ、出たごみ他持ち物は忘れずに
持ち帰りましょう！
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※診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午
※ 都合により、変更になる場合がありますので、当番医を利用される場
合は電話、新聞などで確認をしてください。

４月 １日㈰

８日㈰

１５日㈰

２２日㈰

２９日㈰

３０日㈪

武市医院 【中　之　条】☎・有線  82－2606
あかいけ歯科クリニック 【　　鼠　　】☎   81－3377

クリニックなかの 【千曲市上徳間】☎（026）275－0633
竹内歯科医院 【千曲市屋代】☎（026）273－4500

松尾医院 【立　　　町】☎・有線  82－2013
松尾歯科医院 【御　所　沢】 ☎・有線  82－6988

安里医院 【千曲市内川】 ☎（026）275－7800
大村歯科医院 【千曲市戸倉】 ☎（026）275－0066

工藤医院 【千曲市磯部】 ☎（026）275－1304
近藤歯科医院 【中　之　条】☎・有線  82－5121

中島医院 【千曲市上山田】☎（026）275－0111
滝沢歯科医院 【千曲市磯部】 ☎（026）276－4636

粗大ごみの回収

相談日　　　4月

まちのうごき 平成19年3月１日現在

 世帯数 ５,７１９世帯 （＋２）
 人　口 １６,５００人　 （＋６）
  男 ８,０７９人　 （＋11）
  女 ８,４２１人　 （－５）

　　　※（  ）は前月比

まちの交通事故 平成19年2月28日現在

　　件　数 １５件 （－7）
　　死　者 ０人 （±0）
　　負傷者 １８人 （－18）

※（  ）は前年比

当番医（医科・歯科）

保健センター　☎82－3111（内線511、512）
　　　　　　　有線　88－1047４月の健診

☆乳幼児健診（実施場所は保健センター）
４か月児健康診査（平成18年12月生）
　12日（木）　午後１時集合
７か月児健康相談（平成18年９月生）
　27日（金）　午前９時30分集合
10か月児健康相談（平成18年６月生）
　24日（火）　午前９時30分集合
１歳児健康相談（平成18年２月生・３月生）
　18日（水）　午前９時30分集合
１歳６か月児健康診査（平成17年８月生・９月生）
　16日（月）　午後１時集合

１５日㈰
午前８時30分～10時

坂城町役場職員駐車場

相談 日時／場所

心配ごと
相　　談

10日㈫
20日㈮

午前9時～正午
役場第４会議室（3階）

10日は司法書士、20日は弁護士に
よる法律相談をあわせて開設
※弁護士による相談は午前９時30
分～11時30分

年金相談 18日㈬
午前9時30分～午後3時
役場第４会議室（3階）

行政相談 16日㈪
午前９時～正午
役場第５会議室（3階）

ハローワーク
出張相談

毎週月曜日
（ 祝・祭日を
除く）

午前10時～午後3時
坂城テクノセンター

　
　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
防
止
す
る
た
め
、
養
鶏
業
の

方
や
、
愛
玩
鶏
・
ペ
ッ
ト
と
し
て
鳥
を
飼
育
さ
れ
て
い
る

方
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
１
週
間
に
一
度
は
鶏
舎
な
ど
を
消
毒
薬
（
逆
性
石
け

ん
）
を
散
布
し
て
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

②
鶏
舎
周
辺
の
消
毒
に
は
消
石
灰
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

（
中
性
石
灰
で
は
消
毒
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
）

③
鶏
舎
に
出
入
り
す
る
際
に
は
、
鶏
舎
内
に
ウ
イ
ル
ス
を

運
び
込
ま
な
い
た
め
に
、
専
用
の
長
靴
や
専
用
の
服
、

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
（
で
き
れ
ば
使
い
捨
て
）
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
鶏
舎
の
出
入
り
口
に
踏
み
込
み
消
毒

槽
を
設
置
し
、
足
を
し
っ
か
り
浸
け
て
、
長
靴
を
消
毒

し
て
か
ら
鶏
舎
に
出
入
り
し
ま
し
ょ
う
。

④
鶏
舎
へ
の
野
鳥
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
網
目
が
２
㎝
以

下
の
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
野
生
動
物
も
ウ
イ
ル
ス
を
運
ぶ
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
鶏
舎
を
補
修
す
る
な
ど
し
て
野
生

動
物
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

☆
異
常
鶏
（
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
疑
わ
れ
る
症
状
）
が

確
認
さ
れ
た
ら
、
最
寄
り
の
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
般
に
販
売
さ
れ
て
い
る
鶏
肉
や

鶏
卵
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
人
に

感
染
す
る
こ
と
は
、
世
界
的
に
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
（
０
２
６
）
２
２
６―

０
９
２
３

　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
整
備
係

　

☎
８
２―

３
１
１
１

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
止
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一般会計予算
54億3,300万円

町立図書館　☎・有線８２－３３７１
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう

本の予約、リクエストはお気軽に
　　　　　　　お問い合わせください。

☆おはなし会　14日（土）午後２時～
☆としょかん講座
「点字・点訳講座」
　３日、17日（火）午後２時～　 講師：山口静枝さん

☆おすすめの本☆
桜行脚　巽宏安写真集
（著：巽　宏安／光村推古書院）
　奥山に咲く、凜としたたたずま
いの桜、里に咲くはなやかな桜、
ぬけるような青空の元、あるいは
水面に映る花の姿。北海道から
九州まで、全国の満開の桜をペー
ジの上で、お花見をどうぞ。

☆一般図書☆
・山本勘助はいなかった（著：山本七平／ビジネス社）
・表示のカラクリ（編纂：表示の謎研究会／彩図社）
・戒名のお値段（著：牛込覚心／桃園書房）
・昭和レトロ語辞典（著：清野恵美子／講談社）
・ネット時代の反論術（著：仲正昌樹／文藝春秋）
・善光寺の不思議と伝説（著：笹本正治／一草舎出版）

・けっしてそうではありません（作：五味太郎／教育画劇）
・かあさんから　うまれたんだよ
　（文：内田麟太郎　絵：味戸ケイコ／ＰＨＰ）
・テツガクうさぎに気をつけろ
　（作：きむらゆういち　絵：山下ケンジ／講談社）
・風の館の物語（作：あさのあつこ／講談社）
・メダカ観察辞典（著：小田英智・草野真二／偕成社）

☆児童図書☆

□4月の催し物□

□新着図書□

4月の番組表

有 線

操作方法は　  ・   ・ チャンネル番号９

終了するとき　  ・   ・９ 4 0

チャンネル放送番組

音楽放送

ＦＭ長野

ＮＨＫ・ＦＭ

音楽放送

音楽放送/JA川柳（4/16～）

1

２

３

　4／１～4／30チャンネル番号

4

４

５

◆有線本部
　☎82－3111　有線88－1000

有線加入推進キャンペーン

この機会に有線放送電話にご加入ください。

※キャンペーン期間中でも、電話機代及び加入にかか
る工事代は加入者の負担となります。

※期間中の加入者は、加入後２年間は廃止できません。
（一時的な加入は対象外。）

※有線放送電話の使用料は、月額１,４００円です。

４月～６月に新規加入される方は
加入金（３２,０００円）が無料に !

番　組　名 内容／出演

１日㈰ 楽しい民話 夢の蜂
　金井　青木典子さん

５日㈭
わが家の花は
元 気 で す

植物の管理
御所沢　前沢新一さん

８日㈰ 楽しい民話 かいもちの親
鼠　玉井かつ子さん

１０日㈫ 信号は赤です 交通事故防止
坂城町交番

１５日㈰ 楽しい民話
黄色いてんてんのある
緑色のかえるのお話
北日名 春日秀子さん

１７日㈫ 税務署だより
確定申告が間違っていたとき

上田税務署

１９日㈭ 川 　 　 柳 ＪＡ文芸から
選者　中沢月人さん

２２日㈰ 楽しい民話 おなかの上につけた豆の皮
込山　岡田由貴子さん

２４日㈫ 明るい消費生活 最近の相談事例から
長野消費生活センター

２５日㈬ こちら１１９番 林野火災の防止
消防署

２９日㈰ 楽しい民話 尻鳴りしゃもじ
　金井　青木典子さん

■休館日■　■■休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
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■編集・発行
　〒３８９－０６９２　坂城町役場企画調整課
　長野県埴科郡坂城町大字坂城１００５０
　☎（０２６８）８２－３１１１　FAX（０２６８）８２－８３０７
　●ホームページ http://www.town.sakaki.nagano.jp/
　●E-mail kikaku@town.sakaki.nagano.jp
■印　　　刷　滝沢印刷（坂城町）

　昨年３月に開催され、好評を博した商店街にぎわ
い実行委員会主催の「古雛祭り」が今年も開催され
ています。
　今年は「坂城　古雛まつり　江戸へのいざない
…」と題し、古今雛や享保雛など江戸時代後期頃
の雛人形14対70体を中心に、押し絵人形（押し絵
雛）や、つるし飾り（つるし雛）などを多数集めて
展示。また、つるし飾り同好会の皆さんの作品も展
示され、昔と今のつるし飾りを一緒に見比べて楽し
むこともできます。
開催期間　５月27日（日）まで（月曜休館）
場所　坂木宿 ふるさと歴史館
入館料　１００円　小学生及び町内中学生無料
　（歴史館への入館料含む）
※毎週日曜日の午前10時～午後３時まで抹茶の無
　料接待も行われます。
◎問い合わせ先
　坂木宿ふるさと歴史館
　☎・有線８２－４１９３

「食べ物」をもっと身近に「食べ物」をもっと身近に

　２月28日（水）、町内の「小麦づくりの会」の皆
さんが、坂城幼稚園の園児約60人を招き、麦踏み体
験を行いました。同会の皆さんは、食べ物を身近に感
じ、普段何気なく口にしているものがどうやって作ら
れているかを知ることで、食べることの大切さや楽し
さを知ってもらおうと、麦踏み体験を５年前から続け
ています。この麦は「すいとん」などの材料として学
校給食などにも使われることになります。
　当日参加した子どもたちは「元気になーれ！」と声
をあわせながら楽しそうに麦を踏んでいました。

　弟の空大は４月１日で☆１歳☆手を離して立
つのも上手になりました。歩き始めるのももう
少し。早くお散歩行きたいね。
　兄の日向大は５月５日で★３歳★最近はお友
達と一緒に遊ぶことがとても楽しみなようで、
支援センターへ行く時は大喜び!! また遊びに
行こうね。

　大屋　日
ひ な た

向大   くん（2歳）
　　　　空

そ

　大
ら

   くん（1歳）

  健一さん・泰世さん〈鼠〉

すくすく育っ育ってすくすく育っ育ってすくすく育って

「坂城 古雛まつり」開催中「坂城 古雛まつり」開催中
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